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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　プロセッサが実行可能なプログラムコードを記憶したメモリと、
　　第１の超音波パルスを生体組織に照射して、前記生体組織内にせん断波を生成させる
こと、
　　集束した超音波パルスを前記生体組織内に送信すること、
　　前記集束した超音波パルスに応答して生成される、前記生体組織からの１つ以上の超
音波信号を受信すること、
　　前記受信した１つ以上の超音波信号に基づいて、前記生体組織内の前記せん断波を検
出すること、
　　前記検出したせん断波に基づいて、せん断波の伝搬速度を判定すること、および
　　前記判定されたせん断波の伝搬速度を表示すること
　を前記装置に実施させるために、プロセッサが実行可能な前記プログラムコードを実行
するためのプロセッサと
を備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、前記せん断波の検出が、１つ以上の時点において受信
した前記超音波信号間の相関、差の絶対値の総和（ＳＡＤ）、差の２乗の総和（ＳＳＤ）
、差の絶対値の３乗の総和（ＳＣＤ）または差の絶対値の累乗の総和（ＳＰＤ）の算出を
含むことを特徴とする装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも１つの伝搬特性の判定が、１つ以上の
時点において検出した前記せん断波間の相関、差の絶対値の総和（ＳＡＤ）、差の２乗の
総和（ＳＳＤ）、差の絶対値の３乗の総和（ＳＣＤ）または差の絶対値の累乗の総和（Ｓ
ＰＤ）の算出を含むことを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置であって、前記せん断波の検出が、前記生体組織の変位の判定を
含むことを特徴とする装置。
【請求項５】
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　請求項１に記載の装置であって、前記せん断波の検出が、カラードップラ技術を使用し
た前記生体組織の速度の判定を含むことを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、前記せん断波の伝搬速度が、前記生体組織の変位の２
次時間微分と、前記生体組織の変位の２次空間微分との間の比率の平方根に基づいて算出
されることを特徴とする装置。
【請求項７】
　請求項４に記載の装置であって、前記生体組織の変位の判定が、組織のカラードップラ
速度の時間積分値の算出を含むことを特徴とする装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置であって、前記第１の超音波パルスが２回以上照射され、かつ前
記２回以上のそれぞれにおいて異なる焦点に集束することを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の装置であって、前記集束した超音波パルスが２回以上送信され、かつ
前記受信した１つ以上の超音波信号のそれぞれが、１つ以上の時点において受信され得る
ことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　第１の超音波パルスを生体組織に照射して、前記生体組織内にせん断波を生成させるス
テップと、
　集束した超音波パルスを前記生体組織内に送信するステップと、
　前記集束した超音波パルスに応答して生成される、前記生体組織からの１つ以上の超音
波信号を受信するステップと、
　前記受信した１つ以上の超音波信号に基づいて、前記生体組織内の前記せん断波を検出
するステップと、
　前記検出したせん断波に基づいて、せん断波の伝搬速度を判定するステップと、
　前記判定されたせん断波の伝搬速度を表示するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　プロセッサが実行可能なプログラムコードを記憶した一時的でない媒体であって、
　第１の超音波パルスを生体組織に照射して、前記生体組織内にせん断波を生成させるこ
と、
　集束した超音波パルスを前記生体組織内に送信すること、
　前記集束した超音波パルスに応答して生成される、前記生体組織からの１つ以上の超音
波信号を受信すること、
　前記受信した１つ以上の超音波信号に基づいて、前記生体組織内の前記せん断波を検出
すること、
　前記検出したせん断波に基づいて、せん断波の伝搬速度を判定すること、および
　前記判定されたせん断波の伝搬速度を表示すること
を行うように、前記プログラムコードがデバイスによって実行可能であることを特徴とす
る媒体。
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